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昭和昭和昭和昭和14年年年年のののの地下地下地下地下鉄鉄鉄鉄ででででデッドデッドデッドデッド・・・・ヒートヒートヒートヒート！！！！

虎ノ門から新橋に向かう銀座線。新橋駅手前で不自然にゴトゴトと車体を揺らして分岐点を通過し、脇の線路に入るのをご
存じですか。分岐点で切り替わらずに真っすぐ進み続けたら、その先には一体何があるのでしょうか。実は昭和14年1月から
8ヶ月間だけ使用されていた幻のプラットホーム、東京高速鉄道の新橋駅にたどり着くんです！

当時の地下鉄は浅草〜新橋まで延びてきた「東京地下鉄道」と、渋谷〜新橋間を開業させた「東京高速鉄道」との2つの私
鉄が競うように運行。新橋駅では別々のプラットホームを使用していたため、渋谷から浅草に行くには新橋駅で乗り換えが
必要でした。8ヶ月後には東京地下鉄道のホームで相互乗り入れが実現、2つの会社の車両が、浅草〜渋谷間を乗り換えな
しで走るようになりました。

「東洋唯一の地下鐵道」を最初に開業させた東京地下鉄道の電車の出力は、95KWのモーターが2台、後発の東京高速鉄
道は75 KW×4台のモーターを装備。当時は相互乗り入れの境の駅で乗務員が交代する習慣がなかったので、乗り入れの



際は相手会社の路線をそのまま直進。パワー
にモノ言わせて飛ばす東京高速鉄道と、追っ
かけられて必死で逃げる東京地下鉄道のデッ
ド・ヒートが繰りひろげられたとか。

地下鉄建設は莫大なお金がかかるため、世
界の地下鉄のほとんどは公営ですが、日本で
初めての地下鉄は民間の人たちの熱い思い
でつくられていったんですね。ちなみに「銀座
線」と呼ばれるようになったのは、丸ノ内線が
開業する前年の、昭和28年から。それまでは
「地下鉄」と呼ばれていたんですって。

 

駅駅駅駅にににに入入入入るるるる前前前前にににに消消消消えたえたえたえた照明照明照明照明!?

ＪＲや他の地下鉄の車両に比べてかなり小ぶりな銀座線。20年ほど前までは、駅に着く直前、車内の照明が消えて非常灯
が点いたことをご記憶の方も多いのでは。他の電車と銀座線・丸ノ内線が大きく違うところ、それは車両の屋根の上にパンタ
グラフがないことです。では電気はどこからとっているのでしょうか。

線路をよく見ると、2本の線路の脇に第3の線路が。これが電気を供給する「サードレール（第三軌条）」で、銀座線は車両の
台車につけられた「コレクターシュー」を使って、ここから電気をとっています。駅に入る前や分岐点（ポイント）などで、構造
上、通電していない区間（デッド・セクション）があるために、昭和59年に導入された01系（※）以前の車両は照明が消えてしま
っていたのです。

民間の手によってつくられた日本初の地下鉄は、サードレールと小さい車両を採用。トンネル断面を少しでも小さくすることに
よって工事費を節約しました。現在、東京の地下鉄でサードレールを採用しているのは、銀座線と2番目に開通した丸ノ内線
のみ。銀座線と丸ノ内線が、私鉄やＪＲと相互乗り入れができないのは、このためなんです。ちなみに車体は小さくとも銀座
線は地下鉄開業当時から、3分間隔で運転。多くの人を乗せてがんばっていたんです。エラいぞ！銀座線。



 

昔昔昔昔のののの電車電車電車電車にににに会会会会いにいにいにいに行行行行こうこうこうこう！！！！

スマートな現在の01系もいいけど、昔の銀座線と丸ノ内線の
車両が、地上の２つの場所で走っています。 
しかもパンタグラフをつけて。まずは銚子電鉄の1001号と
1002号。運転席を前後両方向につけるなど改造された部分
はあるけれど、今は点くことがない非常灯や車体のすみずみ
が「鉄」には懐かしいかぎり。もう1ヶ所は、地球の反対側アル
ゼンチンのブエノスアイレス。「乗務員室」などの表示もその
ままで走っているらしいのです。 
ブエノスアイレスに行く機会のある方、「鉄」に写真とレポート
を送ってくださいね。

鉄ちゃんコラム 

不思議不思議不思議不思議なななな踏切踏切踏切踏切!? 
地下鉄上野駅から地上に出
て北方向に歩くと、銀座線の
車庫「上野検車区」がありま
す。その手前には大きなゲー
トのようなものが。よく見ると
「踏切」と書いてあります。左
は車庫、右は地下トンネルと
不思議な光景です。 

第3回は、関東最速の私鉄・京浜急行電鉄で「乗り鉄のススメ」です。



〈協力〉 

地下鉄博物館 http://www.chikahaku.jp/ TEL:03-3878-5011  

銚子電気鉄道株式会社  http://www.choshi-dentetsu.jp  TEL:0479-22-0316
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